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NO2 from OMI/Aura 

 2025年までの人口の60% が都市環境に住む
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影響の予測  Projections: climate & impacts 
予測：： 
  年間平均河川流量と利用可能な水（2050年）：高緯度及び幾つかのの湿潤熱帯地域で+10～

+40％、多くのの中緯度および乾燥熱帯地域で-10～-30％  
  サンゴ礁では１℃のの水温上昇で82％、2℃では97%が白化  
  動植物分布範囲のの消滅：１℃で～-47％、2℃で-5～-66%、3℃で-7～-74％  
  1.5～2.5℃以上のの気温上昇で種のの30％以上で絶滅リスク。0.05℃/10年以下にすべき。  
  潜在的食料生産量：地域のの平均気温のの+１～+3℃では増加、それ以降で減少。ただし、低緯

度地域、特に乾季ののある熱帯地域：地域のの気温が+1～+2℃でも減少。  
  2080年代までに、海面上昇により、毎年のの洪水被害人口が追加的に数百万人増える。  
  温暖化によりマラリア潜在的地域が拡大  
  日最高気温が30℃以上で熱中症患者増、35℃以上で65歳以上のの急激増加（日本）  
  経済影影響響：+4℃で、途上国はより多くのの損失（IPPCC-AR4）、世界平均損失はGDPPのの1～

5%となり得る(IPPCC-TAR)、過小評価のの可能性あり。  
不確実要因：  
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  2009 12 UNFCCC/COP15 
  2010 10 COP10  
  2013: IPCC/AR5 
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